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striction Fragment Length Polymorphisms ; RFLPs) を遺伝マーカーとして用いることが可能になっ




9 種の多型性断片のうちの一つ (0 S -4) は，ヒト・マウス雑種細胞および第18番染色体異常を有す
る数種の細胞を用いて18q 21.3 -qter にマッピングされた。
[方法]
1) DNA ライブラリー;ヒト白血球より抽出した高分子量DNAを制限酵素Hind mで切断後， 2-










高分子量DNAを 4 種の制限酵素 (Msp 1 , Taq 1 , Hind m, EcoRI)で完全に切断した後，アガロー
スゲル電気泳動にて断片を分離し，サザン法にてニトロセルロースフィルター上にブロットした。 3)
ハイブリダイゼーション; 32p α -dCTPを用いたニックトランスレーション法によりプローブをラ







多型性を示したものは 4 個であった。合計 9 個の多型性を示すDNA断片が単離され，このうちの一つ
(08-5) は 3 種の対立遺伝子を検出し，他の一種 (08- 7) は挿入欠失型の多型性を示したO さ
らに， 08-4 断片は雑種細胞を用いた実験により，第18番染色体にその座位を占めることが明らかと
なり，第18番染色体異常を有する 6 種の細胞を用いたハイブリダイゼーションの結果， 18 q 21.3 -qter 





今回ライブラリー作製に際して用いたプラスミド pUC 18は，大腸菌内での複製数が多く，わずか 5 ml 
培養から得られたDNAを用いて多型性の検出の有無を検討でき，非常に簡便で，多くのクローンを調
















して，ヒト DNA ライブラリーより 9 種の多型性断片を単離し，そのうちのひとつである OS-4 断片
について，その染色体の座位を明らかにしたものである。 OS-4 断片は， Human Gene Mapping に
おいてD18S 5 として登録され，多くの研究者に利用されており，第18番染色体上の有用な DNA マー
カーとして高い評価をうけている。以上の理由より，本研究は学位に価するものと考える。
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